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堤寛治さんが栄えある受賞
第７回更科源藏文学賞贈呈式

　

更
科
源
藏
文
学

賞
の
会（
髙
田
中
会

長
）主
催
の「
第
７
回

更
科
源
藏
文
学
賞

贈
呈
式
」が
10
月
４

日
、摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
詩
集「
狼ろ

う

狽ば
い

あ

る
い
は
怯お

び

え
」で
堤

寛
治
さ
ん（
釧
路
市
）

が
同
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、原
野
の
詩
人
・
更
科
源
藏
氏

の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
２
０
０
３
年
に

創
設
さ
れ
、
隔
年
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。今
回
は
全
国
か
ら
１
６
６
点
の
詩
集

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
髙
田
会
長
や
町
民
の
皆

さ
ん
、児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
な
ど
が
出
席
。

髙
田
会
長
が
堤
さ
ん
に
賞
状
と
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
終
了
後
に
は
、
更

科
源
藏
作
詞
の
校
歌
を
披

露
。川
湯
・
和
琴
両
小
学
校
児

童
と
川
湯
・
弟
子
屈
両
中
学

校
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌

を
歌
い
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た「
更
科
源
藏
の
詩
を
歌

う
会
」の
皆
さ
ん
が
混
声
合
唱

組
曲「
海
鳥
の
詩
」か
ら「
オ
ロ

ロ
ン
鳥
」「
エ
ト
ピ
リ
カ
」を
披

露
し
、
こ
ち
ら
に
も
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
盛
建
設
㈱（
藤
田
利
道
代
表
取
締
役
）

の
皆
さ
ん
が
９
月
25
日
、
道
の
駅
摩
周
温

泉
近
く
の
国
道
２
４
１
号
沿
い
で
、
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。社
会
貢
献

活
動
と
し
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。こ
の
日
は
約
40
人
が
参
加
。旗
の

波
活
動
を
行
い
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
、
弟
子
屈
町
交
通
安
全

運
動
推
進
協
議
会（
会
長
・
德
永
町
長
）主
催

の
旗
の
波
街
頭
啓
発
が
、
摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
前
の
国
道
３
９
１
号
沿
い
で
行

わ
れ
ま
し
た
。秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間（
９
月
21
日
～
30
日
）に
合
わ
せ
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
弟
子
屈
町
交
通

安
全
協
会
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
、

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
約
80
人

と
奥
春
別

小
学
校
の

児
童
19
人

が
参
加
。旗

を
片
手
に

行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ

ー
に
交
通

安
全
を
呼

び
掛
け
た

ほ
か
、啓
発

品
を
手
渡

し
て
安
全

運
転
を
促

し
ま
し
た
。

交通安全に気を付けて
明盛建設㈱による旗の波街頭啓発

交通安全運動推進協議会による旗の波街頭啓発

髙田会長から賞状を受け取る堤さん（右）

弟子屈産ワイン誕生を祝う
ワイン・和牛発表会

　

弟
子
屈
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
さ

れ
た
初
の
ワ
イ
ン
と
、
同
じ
く

弟
子
屈
産
の
和
牛
の
発
表
会
が

10
月
23
日
、
摩
周
湖
農
協
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
は
、
新
た
な
特
産
品

開
発
を
目
指
し
て
２
０
０
９
年

か
ら
町
が
試
験
栽
培
し
て
き
た

醸
造
用
ブ
ド
ウ「
山や

ま

幸さ
ち

」を
、
昨

秋
、
初
め
て
醸
造
し
た
も
の
で

す
。和
牛
は
２
０
１
３
年
、本
町

の
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置

市
か
ら
導
入
さ
れ
た
優
良
繁
殖

牛「
か
ね
は
る
」か
ら
生
ま
れ
た
雄
牛「
喜よ

し

金か
ね

春は
る

」を
、弟
子
屈
町
肉
牛
振
興
会
で
肥
育
し

た
も
の
。肉
質
等
級
で
は
最
高
の
Ａ
５
ラ

ン
ク
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、町
民
の
皆
さ
ん
や
、ブ
ド

ウ
栽
培
・
ワ
イ
ン
醸
造
に
協
力
を
仰
い
で

き
た
十
勝
管
内
池
田
町
、
姉
妹
都
市
日
置

市
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。

ワ
イ
ン「
葡え

萄び

色
の
旦よ

あ
け

」、和
牛「
摩
周
和
牛
」

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
釧
路
の
楡
金

久
幸
総
料
理
長
に
よ
る
、
摩
周
和
牛
と
地

場
産
野
菜
な
ど
を
使
っ
た

特
製
料
理
と
と
も
に
、葡
萄

色
の
旦
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

德
永
町
長
は「
池
田
町

長
、日
置
市
長
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。ワ
イ
ン
と
和

牛
を
農
業
と
観
光
振
興
に

生
か
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
木
育
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
10
月
５
～
10
日
に
木
育
週
間
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

木
育
は
北
海
道
生
ま
れ
の
取
り
組
み

で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
木
を
身
近
に
使

っ
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
人
と
木
や
森

と
の
関
わ
り
を
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
豊

か
な
心
を
育
む
活
動
で
す
。森
林
に
囲
ま

れ
、共
生
し
て
き
た
本
町
に
と
っ
て
も
、大

切
な
取
り
組
み
で
す
。

　

期
間
中
、
町
林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に

木
の
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て
一
般
開
放
。

木
製
の
玉
が
入
っ
た
砂
場
や
木
馬
な
ど
た

く
さ
ん
の
木
の
お
も
ち
ゃ
に
、
訪
れ
た
親

子
連
れ
や
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
な
ど
が

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
北
海
道
認
定
木
育
マ
イ
ス

タ
ー
の
萩
原
寛
暢
さ
ん
を
講
師
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
木
で
遊

ぼ
う
！
子
ど
も
木
育
デ
ー
」を
展
開
。13
人

が
参
加
し
ま
し

た
。午
前
中
、川
湯

地
区
の
国
有
林

で
、
林
業
の
仕
事

を
見
学
。午
後
か

ら
は
林
業
多
目
的

セ
ン
タ
ー
に
移
動

し
、
木
の
枝
を
使

っ
た
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
作
り
や
、
草
木

染
め
、
火
お
こ
し

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

弟子屈の森や木に触れて
2015弟子屈町木育週間

木の砂場で遊ぶ子どもたち

木育プログラムでは火おこしにも挑戦

校歌を披露する川湯小学校児童（上）
更科源藏の詩を歌う会の皆さんによる合唱（下）

ワインと和牛の名前を披露

楡金総料理長（右）による和牛料理の数々

旗の波で交通安全を呼び掛ける明盛建設の皆さん

ドライバーに手作りのしおりを手渡す奥春別小学校の児童

初お目見えの弟子屈産ワイン
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